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円
山
川
・
市
川
連
結
通
船
路
計
画
に
つ
い
て
川
名
　
登
要
　
旨
近
世
に
お
い
て
、
日
本
の
二
大
海
運
の
一
つ
で
あ
っ
た
西
廻
り
海
運
の
捷
路
と
し
て
、
円
山
川
と
市
川
を
利
用
し
て
日
本
海
と
瀬
戸
内
海
を
結
ぶ
舟
運
輸
送
路
を
造
成
し
よ
う
と
い
う
計
画
は
、
近
世
中
期
の
享
保
期
以
来
し
ば
し
ば
考
え
ら
れ
、
実
行
も
さ
れ
て
き
た
。
し
か
る
に
両
川
の
上
流
を
結
ぶ
陸
送
は
、
わ
ず
か
の
距
離
な
が
ら
も
大
き
な
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
大
量
輸
送
を
実
現
で
き
ず
に
終
っ
た
。
し
か
し
、
西
廻
り
海
運
の
捷
路
と
し
て
の
目
的
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、
両
川
沿
岸
の
地
域
の
諸
産
物
の
商
品
化
を
促
進
し
、
両
川
舟
運
の
発
展
を
刺
激
し
た
。
本
稿
で
は
こ
の
幾
度
か
く
り
返
さ
れ
た
計
画
を
検
討
し
、
そ
の
問
題
点
と
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
円
山
川
舟
運
、
市
川
舟
運
、
磯
野
八
郎
兵
衛
、
原
嘉
次
郎
、
西
廻
り
航
路
短
縮
計
画
三
一
〈
論
　
文
（
交
通
経
済
史
）〉
千
葉
経
済
論
叢
　
第
36
号
目
　
　
次
は
じ
め
に
一
　
円
山
川
と
市
川
の
舟
運
二
　
享
保
五
年
の
計
画
三
　
享
保
七
年
の
計
画
四
　
寛
延
期
の
計
画
五
　
宝
暦
期
の
計
画
六
　
そ
の
後
の
通
船
路
計
画
　
ま
と
め
に
か
え
て
三
二
は
じ
め
に
中
国
山
地
の
分
水
嶺
・
但
馬
国
生
野
附
近
に
源
流
を
も
ち
、
北
流
し
て
津
居
山
湊
か
ら
日
本
海
に
流
出
す
る
円
山
川
と
、
丹
波
・
但
馬
・
播
磨
三
国
の
国
境
・
三
国
岳
に
発
し
、
生
野
を
通
っ
て
南
に
流
れ
下
り
、
妻
鹿
浦
よ
り
播
磨
灘
に
流
出
す
る
市
川
と
を
連
結
し
て
、
日
本
海
と
瀬
戸
内
海
を
結
ぶ
水
運
輸
送
路
を
創
出
し
よ
う
と
い
う
計
画
が
現
れ
た
。
こ
れ
は
寛
文
期
よ
り
発
展
す
る
西
廻
り
海
運
の
近
廻
り
ル
ー
ト
と
し
て
、
東
北
日
本
と
大
坂
を
結
ぶ
捷
路
の
試
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
円
山
川
と
市
川
を
結
ぶ
水
運
輸
送
路
造
成
の
試
み
は
、
享
保
期
以
後
何
度
か
計
画
さ
れ
、
実
行
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
の
背
後
に
は
、
既
に
存
在
す
る
円
山
川
と
市
川
の
舟
運
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
先
ず
両
河
川
の
舟
運
の
成
立
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。
一
　
円
山
川
と
市
川
の
舟
運
円
山
川
は
、
中
流
・
日
a
町
附
近
の
旧
郡
名
か
ら
気
多
川
と
も
呼
ば
れ
た
。
河
口
か
ら
こ
の
附
近
ま
で
は
標
高
差
が
少
な
く
、
水
流
も
緩
や
か
な
の
で
、
古
く
よ
り
舟
運
が
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
戦
国
期
に
は
八
鹿
・
日
高
辺
の
川
中
で
猟
船
が
活
躍
し
て
い
た
様
子
が
知
ら
れ
る
（
１
）
。
ま
た
、
寛
文
五
年
、
出
雲
大
社
造
営
に
あ
た
り
巨
木
用
材
を
八
鹿
奥
の
妙
見
山
よ
り
提
供
し
、
そ
の
代
償
と
し
て
出
雲
大
社
に
あ
っ
た
三
重
塔
を
譲
ら
れ
た
が
、
こ
の
解
体
し
た
用
材
を
津
居
山
湊
よ
り
川
船
で
円
山
川
を
遡
り
、
中
流
の
八
鹿
ま
で
運
ん
だ
と
い
う
（
２
）
。
明
和
四
年
閏
九
月
の
養
父
郡
「
川
船
書
上
帳
」
（
３
）
に
は
、
上
流
に
近
い
広
谷
村
の
船
に
つ
い
て
、
三
三
円
山
川
・
市
川
連
結
通
船
路
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
一
　
船
弐
艘
　
　
弐
拾
石
積
　
　
　
広
谷
村
元
禄
四
未
年
A
七
、
八
年
通
用
仕
候
所
、
渡
世
ニ
成
兼
候
ニ
付
、
相
止
メ
見
合
居
申
候
、
其
後
、
享
保
年
中
A
元
文
年
中
拾
ヶ
年
余
茂
弐
拾
石
積
弐
艘
、
豊
岡
迄
運
賃
積
仕
申
候
、
其
外
荷
物
御
座
候
節
者
何
ニ
而
茂
積
来
リ
申
候
、
尤
申
伝
ニ
者
百
年
以
前
之
頃
A
茂
通
船
仕
候
様
申
伝
候
千
葉
経
済
論
叢
　
第
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号
三
四
円山川・市川連絡輸送路略図
と
あ
っ
て
、
明
和
四
年
よ
り
百
年
以
前
頃
と
云
う
と
寛
文
七
年
頃
と
な
り
、
ま
た
元
禄
四
年
よ
り
も
船
稼
を
し
て
い
た
事
実
が
記
さ
れ
て
お
り
、
寛
文
期
よ
り
元
禄
期
頃
ま
で
に
は
、
円
山
川
の
上
流
近
く
ま
で
舟
運
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
市
川
で
は
、
三
木
家
文
書
の
「
a
瀬
船
株
書
上
」
（
４
）
に
、
一
、
a
瀬
船
株
六
艘
、
右
者
寛
永
三
丙
寅
年
、
本
多
美
濃
守
様
御
取
立
、
但
し
仁
豊
野
村
御
開
発
と
同
断
。
と
あ
っ
て
、
寛
永
三
年
、
本
多
政
朝
の
姫
路
領
入
部
と
共
に
、
市
川
右
岸
の
仁
豊
野
村
が
開
発
さ
れ
て
、
同
時
に
同
村
に
a
瀬
船
株
六
艘
が
取
立
て
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
寛
文
年
中
に
は
、
仁
豊
野
村
よ
り
少
し
上
流
の
溝
口
村
で
も
、
a
瀬
船
株
四
艘
が
願
上
げ
ら
れ
、
許
可
に
な
っ
て
い
る
の
で
（
５
）
、
市
川
で
も
近
世
初
期
の
寛
永
期
以
後
、
中
流
か
ら
川
口
ま
で
の
舟
運
は
開
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
次
い
で
享
保
七
年
、
後
述
の
磯
野
八
郎
兵
衛
が
円
山
川
・
市
川
通
船
路
を
計
画
し
た
時
、
市
川
で
は
二
子
村
吉
兵
衛
が
八
郎
兵
衛
の
名
を
借
り
、
試
験
通
船
と
称
し
て
、
市
川
上
流
に
近
い
屋
形
村
よ
り
川
口
ま
で
一
ヶ
年
の
間
、
通
船
稼
を
し
た
と
い
う
（
６
）
。
少
な
く
と
も
享
保
期
ま
で
に
は
、
生
野
に
近
い
越
知
川
・
市
川
両
川
の
合
流
点
附
近
か
ら
下
流
で
は
、
通
船
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。こ
の
よ
う
な
、
円
山
川
・
市
川
両
河
川
の
上
流
近
く
ま
で
の
通
船
可
能
の
事
実
を
ふ
ま
え
て
、
こ
の
両
河
川
の
舟
運
を
連
結
し
、
日
本
海
と
瀬
戸
内
海
を
結
ぶ
舟
運
輸
送
路
の
創
出
が
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
二
　
享
保
五
年
の
計
画
三
五
円
山
川
・
市
川
連
結
通
船
路
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
現
在
、
こ
の
円
山
川
・
市
川
連
結
水
運
路
計
画
の
知
ら
れ
る
最
初
は
、
享
保
五
年
で
あ
る
。
こ
の
計
画
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
但
州
城
崎
郡
大
川
筋
よ
り
播
州
市
川
筋
妻
鹿
迄
、
a
瀬
舟
通
用
之
義
」
（
７
）
と
あ
る
の
で
、
こ
の
後
幾
度
か
繰
り
返
さ
れ
る
通
船
計
画
と
同
様
に
、
円
山
川
を
出
来
得
る
限
り
上
流
ま
で
a
瀬
舟
で
遡
り
、
市
川
上
流
部
と
の
間
を
陸
送
に
よ
っ
て
結
び
、
再
び
市
川
を
高
瀬
舟
で
下
っ
て
、
播
磨
灘
に
面
し
た
妻
鹿
浦
に
着
く
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
計
画
を
出
願
し
た
者
は
大
坂
の
商
人
で
、
釣
鐘
上
ノ
町
・
源
兵
衛
、
瓦
町
・
藤
八
、
呉
服
町
・
武
右
衛
門
、
尼
崎
町
・
嘉
次
郎
、
斉
藤
町
・
友
之
助
、
過
書
町
・
源
四
郎
、
梶
木
町
・
新
太
郎
、
呉
服
町
・
源
兵
衛
の
八
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
願
人
た
ち
は
、
こ
の
年
七
月
に
は
円
山
川
中
流
の
浅
間
・
伊
佐
・
宿
南
等
十
一
ヶ
村
の
村
役
人
と
、
次
の
よ
う
な
相
対
證
文
（
８
）
を
取
り
交
わ
し
た
。
そ
こ
に
は
、
a
瀬
舟
通
船
が
始
っ
て
も
村
々
の
田
畑
や
用
水
等
の
障
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、
も
し
被
害
が
あ
れ
ば
全
て
保
障
す
る
、
毎
年
用
水
の
時
期
で
あ
る
二
月
か
ら
八
月
迄
は
通
船
し
な
い
、
こ
れ
迄
地
元
の
船
が
積
ん
で
き
た
荷
物
は
一
切
積
ま
な
い
、
等
々
に
付
い
て
の
取
決
め
が
記
さ
れ
て
い
る
。
相
対
證
之
事
一
当
国
津
居
山
之
湊
A
大
川
筋
a
瀬
船
通
用
之
儀
御
願
申
上
、
a
瀬
船
通
用
之
節
、
御
田
畑
川
除
用
水
等
、
其
外
川
筋
古
来
A
有
来
候
通
、
聊
無
故
障
船
往
来
可
仕
候
、
若
村
方
之
障
リ
罷
成
候
事
出
来
致
候
ハ
ゝ
、
其
分
限
ニ
応
シ
銀
子
相
渡
シ
可
申
候
事
一
新
規
成
綱
手
道
亦
者
物
置
場
所
入
用
之
節
、
敷
賃
其
地
主
ヘ
茂
相
対
ニ
而
散
田
米
納
所
仕
、
預
リ
可
申
候
事
附
リ
、
物
置
場
所
或
ハ
何
等
之
普
請
致
候
共
、
於
山
林
竹
木
之
願
仕
間
敷
候
、
入
用
之
材
木
買
求
可
申
候
事
一
当
御
郡
川
筋
早
川
ニ
而
所
々
当
多
御
座
候
得
共
、
a
瀬
船
通
用
ニ
付
御
田
畑
損
シ
申
候
ハ
ゝ
、
年
々
之
御
年
貢
ハ
不
及
申
、
其
村
々
田
畑
売
買
ニ
応
シ
地
主
ヘ
代
銀
相
渡
可
申
候
、
尤
残
田
畑
損
シ
不
申
候
様
ニ
川
除
入
念
可
仕
候
、
其
節
川
除
入
用
之
材
木
、
千
葉
経
済
論
叢
　
第
36
号
三
六
村
々
持
林
野
山
等
ニ
而
竹
木
之
願
仕
間
敷
候
事
一
有
来
候
綱
手
道
、
常
々
御
田
畑
囲
之
土
手
、
川
除
之
石
積
杭
柵
等
、
a
瀬
船
通
用
ニ
付
損
シ
申
候
ハ
ゝ
、
有
来
候
通
繕
可
申
候
、
且
又
道
端
桑
木
其
外
竹
木
、
綱
手
之
者
共
伐
捨
不
申
様
ニ
可
仕
候
、
若
無
益
之
業
致
候
ハ
ゝ
其
分
限
ニ
応
シ
代
銀
ヲ
以
相
弁
可
申
候
事
附
リ
、
綱
手
道
ニ
伐
不
申
候
而
不
叶
竹
木
在
之
候
ハ
ゝ
、
其
持
主
江
相
対
致
、
代
銀
相
渡
候
上
ニ
而
伐
可
申
候
事
　
一
当
御
郡
井
関
多
御
座
候
故
、
毎
年
八
月
下
旬
A
三
月
迄
a
瀬
船
通
用
可
仕
候
、
其
外
船
通
用
仕
間
敷
候
、
尤
井
堰
場
三
月
ニ
杭
柵
ヲ
以
磧
立
返
シ
可
申
候
、
若
其
外
ニ
モ
a
瀬
船
通
用
ニ
付
井
関
損
シ
申
候
ハ
ゝ
入
念
繕
、
其
外
之
障
リ
仕
間
敷
候
事
一
川
筋
村
々
手
船
其
伊
戸
ヘ
繋
被
置
候
共
、
少
シ
茂
障
リ
申
間
敷
候
事
一
当
御
郡
川
筋
村
々
、
川
猟
所
之
古
来
A
御
運
上
御
上
ヶ
渡
世
致
候
所
、
a
瀬
船
通
用
ニ
付
川
猟
師
中
障
リ
罷
成
候
儀
多
御
座
候
得
共
、
船
通
用
之
間
ニ
ハ
猟
罷
成
不
申
候
間
、
其
段
御
料
簡
之
上
村
々
猟
師
中
相
対
相
究
メ
候
通
相
違
仕
間
敷
候
、
尤
鮭
猟
と
り
鮎
簗
之
儀
、
通
用
之
妨
罷
成
不
申
候
様
船
道
ヲ
明
、
勝
手
次
第
御
打
可
被
成
候
、
若
シ
究
之
通
相
違
仕
候
ハ
ゝ
、
船
通
用
仕
間
敷
候
事
一
高
瀬
船
通
用
之
節
、
只
今
迄
当
地
往
来
致
来
候
諸
荷
物
上
下
共
一
切
積
申
間
敷
候
、
若
綱
手
之
者
内
證
ニ
而
積
申
候
ハ
ゝ
、
過
代
銀
壱
枚
指
出
シ
可
申
候
事
右
之
通
、
於
後
年
少
シ
茂
相
違
仕
間
敷
候
、
万
一
相
究
之
趣
違
背
仕
候
ハ
ゝ
銘
々
共
ヘ
不
及
御
断
、
a
瀬
船
通
用
御
指
留
可
被
成
候
、
其
時
少
シ
モ
異
儀
申
間
敷
候
、
若
故
障
申
候
ハ
ゝ
御
地
頭
様
御
役
所
御
下
知
ニ
随
イ
可
申
候
、
爲
後
年
證
文
仍
而
如
件
享
保
五
庚
子
年
七
月（
源
兵
衛
他
願
人
七
名
略
）
養
父
郡
浅
間
村
庄
屋
孫
三
郎
（
他
各
村
役
人
名
略
）
三
七
円
山
川
・
市
川
連
結
通
船
路
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
願
人
達
は
こ
の
相
対
證
文
を
入
れ
て
、
七
月
九
日
付
で
浅
倉
村
・
赤
崎
村
・
宿
南
村
・
浅
間
村
・
伊
佐
村
・
上
小
田
村
・
網
場
村
・
舞
狂
村
・
薮
崎
村
・
薮
市
場
村
・
坂
本
村
十
一
ヶ
村
の
村
役
人
か
ら
、
こ
の
条
件
に
相
違
な
け
れ
ば
、
a
瀬
船
通
船
に
何
の
差
構
も
な
い
と
い
う
一
札
を
取
っ
て
い
る
（
９
）
。
又
別
に
、
川
筋
魚
猟
場
に
つ
い
て
は
、
養
父
市
場
・
網
場
・
坂
本
・
浅
間
・
伊
佐
・
宿
南
・
赤
崎
・
浅
倉
の
八
ケ
村
と
、
毎
年
の
補
償
銀
に
つ
い
て
取
決
め
て
い
る
（
10
）
。
こ
の
よ
う
に
願
人
の
大
坂
商
人
達
は
、
沿
岸
村
民
の
同
意
書
を
取
っ
て
、
幕
府
の
許
可
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
幕
府
は
役
人
を
派
遣
し
て
「
川
筋
御
見
分
」
を
実
施
し
た
が
（
11
）
、
そ
の
結
果
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
　
享
保
七
年
の
計
画
享
保
七
年
、
ま
た
ま
た
「
津
居
山
之
湊
A
大
川
筋
a
瀬
船
通
用
」
の
計
画
が
出
願
さ
れ
た
。
出
願
人
は
江
戸
の
磯
野
八
郎
兵
衛
と
福
井
奥
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
十
一
月
に
は
、
円
山
川
川
口
の
津
居
山
村
よ
り
豊
岡
の
永
井
町
ま
で
、
円
山
川
下
流
左
岸
の
一
四
ヶ
村
と
相
対
證
文
を
取
り
交
わ
し
（
12
）
、
a
瀬
船
通
船
に
よ
り
田
畑
川
除
養
水
等
々
、
現
状
に
支
障
が
あ
れ
ば
全
て
弁
済
す
る
と
い
う
条
件
で
、
通
船
の
了
承
を
得
て
い
る
。
恐
ら
く
他
の
沿
岸
の
村
々
と
も
同
様
な
相
対
證
文
を
取
り
交
わ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
翌
八
年
一
月
に
は
、「
但
\
津
居
山
湊
A
播
\
妻
鹿
浦
迄
、
近
廻
川
船
運
送
之
事
」
と
い
う
町
触
が
大
坂
市
中
に
出
て
い
る
。
内
容
は
欠
落
し
て
い
て
不
明
だ
が
、
恐
ら
く
こ
の
通
船
に
対
す
る
支
障
の
有
無
を
糺
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
13
）
。
こ
の
よ
う
な
手
続
を
経
て
、
こ
の
千
葉
経
済
論
叢
　
第
36
号
三
八
水
運
輸
送
路
計
画
は
、
江
戸
の
幕
府
勘
定
所
で
審
議
さ
れ
た
ら
し
く
、
願
人
・
磯
野
八
郎
兵
衛
か
ら
地
元
伊
津
村
の
大
庄
屋
に
送
っ
た
六
月
十
一
日
付
の
書
状
（
14
）
に
よ
る
と
、「
其
御
地
川
船
通
用
之
義
、
先
月
（
五
月
）
廿
三
日
駒
木
根
肥
後
守
様
於
御
内
寄
合
御
列
座
、
願
之
通
拙
者
江
被
爲
　
仰
付
」
と
あ
っ
て
、
勘
定
奉
行
駒
木
根
政
方
の
も
と
で
許
可
が
下
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
「
当
冬
江
戸
御
廻
米
御
用
被
　
仰
付
候
条
」
と
も
あ
る
の
で
、
早
速
幕
府
の
江
戸
廻
米
を
引
請
け
た
ら
し
い
。
そ
の
た
め
磯
野
八
郎
兵
衛
は
翌
七
月
に
は
現
地
に
向
い
、
七
月
二
十
三
日
に
は
大
坂
に
着
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
用
事
が
済
ま
ず
、「
当
冬
御
廻
米
通
船
之
義
」
と
い
う
「
急
御
用
」
な
の
で
、
代
理
人
と
し
て
松
山
次
郎
兵
衛
を
派
遣
し
て
通
船
の
準
備
を
進
め
さ
せ
た
（
15
）
。
九
月
二
日
付
の
松
山
次
郎
兵
衛
の
書
状
（
16
）
を
み
る
と
、
現
地
で
大
庄
屋
等
と
交
渉
し
て
川
筋
通
船
の
普
請
準
備
や
、
出
石
藩
役
人
と
の
交
渉
な
ど
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
当
年
急
御
用
之
義
、
滞
留
仕
候
義
難
儀
千
万
」
と
急
い
で
い
る
様
子
は
伝
っ
て
く
る
が
、
こ
れ
で
果
し
て
こ
の
年
に
、
こ
の
ル
ー
ト
に
よ
る
江
戸
廻
米
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
後
述
の
二
子
村
吉
兵
衛
の
事
件
か
ら
み
て
も
、
北
国
米
の
江
戸
廻
米
は
す
ぐ
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
瀬
戸
内
海
へ
下
る
市
川
に
つ
い
て
み
る
と
、
下
流
に
「
御
大
樋
」
と
呼
ば
れ
る
堰
が
あ
り
、
こ
れ
は
姫
路
城
へ
の
用
水
取
入
口
で
あ
る
た
め
、
季
節
に
よ
っ
て
開
く
事
は
な
く
、
磯
野
八
郎
兵
衛
の
計
画
で
も
堰
の
上
下
に
a
瀬
船
を
置
き
、
荷
物
は
堰
の
上
を
持
越
し
て
積
替
え
る
と
い
う
。
但
し
、
堰
の
東
西
に
常
水
よ
り
二
尺
五
寸
の
高
さ
の
定
枕
を
立
て
、
川
水
が
こ
れ
を
越
え
る
と
船
の
直
航
を
許
可
し
た
と
い
う
（
17
）
。
ま
た
、
磯
野
八
郎
兵
衛
の
通
船
計
画
が
許
可
に
な
っ
た
あ
と
、
ま
だ
北
国
の
廻
米
が
送
ら
れ
て
来
な
い
間
、
二
子
村
の
吉
兵
衛
と
云
う
者
が
八
郎
兵
衛
の
名
代
を
借
り
、
試
験
通
船
と
称
し
て
川
筋
の
諸
荷
物
を
積
み
、
上
流
に
近
い
越
知
川
と
市
川
の
合
流
点
・
屋
形
村
よ
り
下
流
へ
通
船
し
た
。
こ
れ
は
仁
豊
野
村
の
船
持
等
に
訴
え
ら
れ
て
、
禁
止
さ
れ
た
と
い
う
（
18
）
。
し
か
し
、
こ
の
通
船
が
一
ケ
年
余
も
三
九
円
山
川
・
市
川
連
結
通
船
路
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
続
い
て
い
た
と
い
う
の
で
、
磯
野
等
に
よ
る
北
国
廻
米
は
果
し
て
実
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
疑
問
が
残
る
。
そ
の
後
、
こ
の
磯
野
八
郎
兵
衛
等
に
よ
る
近
廻
り
水
運
路
計
画
は
ど
う
な
っ
た
か
、
そ
の
結
果
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
四
　
寛
延
期
の
計
画
磯
野
八
郎
兵
衛
の
計
画
か
ら
、
三
十
年
近
く
後
の
寛
延
三
年
、
ま
た
ま
た
同
様
な
計
画
が
出
願
さ
れ
た
。「
先
年
磯
野
八
郎
兵
衛
御
願
之
北
国
近
廻
り
a
瀬
船
、
此
度
原
嘉
次
郎
と
申
仁
取
立
」
と
、
今
度
は
原
嘉
次
郎
と
い
う
者
が
願
い
出
た
（
19
）
。
こ
の
原
嘉
次
郎
と
は
ど
の
様
な
人
物
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
後
の
申
渡
書
（
20
）
を
み
る
と
、
江
戸
平
松
町
・
甚
右
衛
門
店
に
住
む
浪
人
と
肩
書
き
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
正
十
二
年
刊
の
『
池
田
人
物
誌
』
（
21
）
に
は
、「
北
海
の
諸
物
を
大
阪
に
廻
し
て
居
る
江
戸
の
梶
原
平
兵
衛
、
原
加
次
郎
」
と
あ
る
の
で
、
浪
人
と
い
う
が
実
は
東
北
地
方
の
物
産
を
大
坂
に
廻
し
て
い
る
商
人
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
原
嘉
次
郎
の
出
願
に
対
し
て
、
近
々
に
幕
府
の
川
筋
見
分
が
あ
る
と
聞
い
た
市
川
筋
舟
運
を
握
る
仁
豊
野
村
舟
持
た
ち
は
敏
感
に
反
応
し
た
。
船
持
た
ち
は
、「
北
国
表
A
廻
リ
申
候
御
米
諸
荷
物
之
儀
ハ
相
障
ニ
罷
成
不
申
」
と
、
東
北
地
方
か
ら
の
廻
米
・
諸
荷
物
の
輸
送
に
は
支
障
は
な
い
が
、「
御
当
地
川
筋
之
荷
物
ヲ
嘉
次
郎
通
船
ニ
被
積
申
候
而
ハ
、
御
領
内
a
瀬
家
業
相
立
不
申
難
渋
仕
」
と
、
市
川
沿
岸
に
出
て
く
る
諸
荷
物
を
積
ま
れ
て
は
、
川
筋
の
a
瀬
船
家
業
が
成
り
立
た
な
く
な
る
故
、
当
地
川
筋
の
諸
荷
物
は
一
切
積
ま
ぬ
様
、
嘉
次
郎
に
申
付
け
て
欲
し
い
と
領
主
で
あ
る
姫
路
藩
に
願
い
出
て
い
る
（
22
）
。
そ
の
後
、
幕
府
役
人
に
よ
る
川
筋
見
分
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
庄
屋
の
廻
状
（
23
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
原
嘉
次
郎
の
通
船
計
画
が
許
可
に
な
っ
た
か
ど
う
か
は
、
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
よ
り
数
年
後
の
宝
暦
期
に
、
再
び
同
人
等
に
よ
る
出
願
が
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
こ
の
時
は
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
千
葉
経
済
論
叢
　
第
36
号
四
〇
五
　
宝
暦
期
の
計
画
宝
暦
五
年
、
ま
た
ま
た
「
但
州
城
崎
郡
津
居
山
湊
A
播
州
妻
鹿
浦
迄
、
東
国
北
国
米
近
廻
通
船
之
義
」
が
出
願
さ
れ
た
（
24
）
。
出
願
人
は
三
人
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
出
願
人
を
中
心
と
し
て
後
見
人
・
金
主
等
が
付
き
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
は
江
戸
の
磯
野
屋
亀
松
代
新
介
が
出
願
人
で
、
後
見
人
は
坂
倉
源
次
郎
で
あ
っ
た
。
磯
野
屋
亀
松
と
は
享
保
期
の
出
願
人
・
磯
野
八
郎
兵
衛
の
孫
で
も
あ
ろ
う
か
。
幼
少
の
為
か
代
人
が
付
い
て
い
る
。
他
の
一
組
は
出
願
人
・
原
嘉
次
郎
と
後
見
人
・
太
郎
右
衛
門
で
、
原
嘉
次
郎
は
前
述
の
寛
延
三
年
の
願
人
で
も
あ
る
。
そ
れ
に
も
う
一
組
、
出
願
人
は
江
戸
の
清
水
屋
半
右
衛
門
、
請
人
・
相
模
屋
伝
兵
衛
で
あ
っ
た
（
25
）
。
こ
の
時
の
通
船
路
計
画
で
は
、
但
州
気
多
川
（
円
山
川
）
・
播
州
市
川
の
川
浚
普
請
等
に
よ
る
通
船
路
の
整
備
、
例
え
ば
円
山
川
で
は
中
郷
村
前
の
井
関
は
引
野
・
土
渕
・
加
陽
村
の
反
対
が
あ
る
の
で
通
船
せ
ず
に
、
川
原
に
あ
る
堀
川
筋
を
整
備
し
て
通
船
し
（
26
）
、
林
垣
村
の
井
堰
も
除
け
て
古
川
筋
を
堀
割
る
か
新
規
に
船
道
を
付
け
る
か
な
ど
し
、
林
垣
村
下
の
仮
橋
は
渡
船
に
変
え
る
な
ど
の
整
備
を
行
な
い
（
27
）
、
川
船
三
百
艘
を
新
造
し
て
、
津
居
山
よ
り
円
山
川
を
山
口
ま
で
遡
り
、
山
口
よ
り
生
野
を
経
て
粟
賀
ま
で
陸
路
五
里
の
間
は
牛
馬
車
に
よ
り
、
そ
の
間
の
森
垣
・
真
弓
で
市
川
を
渡
る
板
橋
は
、
そ
れ
に
耐
え
る
よ
う
に
普
請
し
、
粟
賀
よ
り
再
び
川
船
で
市
川
を
下
り
、
途
中
横
手
村
に
あ
る
大
堰
は
上
・
下
に
a
瀬
船
を
置
い
て
継
船
通
船
と
し
、
飾
磨
津
に
至
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
の
津
居
山
、
豊
岡
、
山
口
、
粟
賀
、
横
手
、
妻
鹿
、
飾
磨
津
の
七
ヶ
所
に
会
所
を
設
置
し
、
豊
岡
、
山
口
、
粟
賀
、
妻
鹿
、
飾
磨
津
の
五
ヶ
所
に
土
蔵
を
建
て
て
、
通
船
管
理
と
荷
物
保
管
を
行
な
う
。
但
し
毎
年
三
月
よ
り
八
月
ま
で
は
用
水
時
節
な
の
で
、
通
船
は
停
止
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
28
）
。
四
一
円
山
川
・
市
川
連
結
通
船
路
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
こ
の
計
画
を
持
っ
て
、「
右
両
国
は
勿
論
、
近
国
并
北
国
筋
米
穀
諸
荷
物
、
其
外
売
買
之
品
積
請
、
京
・
大
坂
江
相
廻
し
、
京
・
大
坂
よ
り
も
右
之
国
々
江
相
廻
候
諸
荷
物
運
送
い
た
し
」
（
29
）
た
い
と
幕
府
に
出
願
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
に
は
こ
れ
迄
に
出
さ
れ
て
き
た
計
画
と
は
少
し
異
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
輸
送
対
象
の
荷
物
が
北
国
筋
の
米
穀
諸
荷
物
の
み
で
は
な
く
、
但
・
播
両
国
と
そ
の
近
国
の
諸
荷
物
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
そ
の
後
、
こ
の
円
山
川
・
市
川
通
船
事
業
の
性
格
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
後
述
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
先
ず
願
人
達
は
こ
の
計
画
を
も
っ
て
、
沿
岸
村
々
と
通
船
に
よ
る
支
障
の
有
無
を
交
渉
し
た
。
宝
暦
五
年
三
月
に
は
、
円
山
川
下
流
の
上
山
村
よ
り
津
居
山
村
ま
で
の
村
々
と
の
交
渉
が
ま
と
ま
り
、
相
対
證
文
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
（
30
）
。
そ
の
内
容
は
、
享
保
七
年
に
磯
野
八
郎
兵
衛
等
が
取
り
交
わ
し
た
相
対
證
文
（
31
）
と
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
っ
た
。
中
流
の
林
垣
村
で
も
交
渉
が
ま
と
ま
っ
て
證
文
が
書
か
れ
（
32
）
、
四
月
に
は
引
野
・
土
渕
・
加
陽
三
ヶ
村
と
も
相
対
證
文
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
（
33
）
。
恐
ら
く
こ
れ
ら
沿
岸
村
々
の
相
対
證
文
を
添
え
て
願
い
出
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
幕
府
は
、
生
野
の
代
官
・
岩
佐
郷
蔵
に
両
川
の
川
筋
見
分
を
命
じ
た
。
岩
佐
は
川
筋
通
船
路
の
見
分
ば
か
り
で
な
く
、
沿
岸
村
々
が
村
外
へ
売
出
す
産
物
の
調
査
も
行
な
っ
て
い
る
（
34
）
。
恐
ら
く
今
度
の
計
画
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
但
・
播
両
国
及
び
近
国
産
出
諸
荷
物
輸
送
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
但
馬
国
養
父
郡
米
里
組
の
二
十
三
ヶ
村
は
、
こ
れ
に
答
え
て
「
但
播
州
通
船
願
ニ
付
、
品
々
払
方
有
無
」
を
書
き
上
げ
て
い
る
が
（
35
）
、
そ
れ
を
み
る
と
村
外
へ
売
出
す
産
物
は
米
穀
以
外
に
は
殆
ん
ど
な
く
、
そ
の
米
穀
も
「
最
寄
之
商
人
へ
売
払
」
う
も
の
で
あ
っ
て
、
船
に
て
川
下
げ
す
る
も
の
は
無
い
と
云
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
幕
府
代
官
の
実
地
調
査
で
あ
る
川
筋
見
分
を
経
た
の
ち
、
宝
暦
七
年
一
月
に
幕
府
は
時
の
老
中
・
堀
田
相
模
守
正
亮
の
了
承
を
得
て
、
次
の
三
組
の
人
々
に
通
船
路
計
画
実
施
の
許
可
を
与
え
た
（
36
）
。
千
葉
経
済
論
叢
　
第
36
号
四
二
願
人
　
下
柳
原
同
朋
町
源
八
店
　
磯
野
屋
善
蔵
同
　
右
善
蔵
一
所
ニ
罷
有
候
同
人
後
見
　
坂
倉
源
次
郎
願
人
　
平
松
町
甚
右
衛
門
店
浪
人
　
原
嘉
次
郎
同
　
右
嘉
次
郎
一
所
ニ
罷
在
候
同
人
後
見
　
太
郎
右
衛
門
金
主
　
萩
原
藤
七
郎
御
代
官
所
摂
州
豊
嶋
郡
池
田
村
百
姓
　
麹
屋
小
兵
衛
願
人
　
堀
江
町
三
丁
目
源
六
店
　
清
水
屋
半
右
衛
門
證
人
　
馬
喰
町
壱
丁
目
家
持
　
相
模
屋
伝
兵
衛
金
主
　
京
橋
新
肴
町
　
山
形
屋
吉
左
衛
門
同
　
大
坂
北
九
太
郎
町
　
近
江
屋
弥
右
衛
門
　
こ
の
願
人
の
内
の
磯
野
屋
善
蔵
は
磯
野
屋
亀
松
の
成
人
後
の
名
で
あ
ろ
う
。
ま
た
願
人
・
原
嘉
次
郎
は
前
述
の
寛
延
三
年
の
出
願
人
で
あ
る
。
こ
う
み
る
と
享
保
期
以
来
、
出
願
人
に
連
続
性
が
あ
っ
た
事
が
み
て
と
れ
る
。
ま
た
江
戸
や
大
坂
の
商
人
が
「
金
主
」
と
な
っ
て
こ
の
事
業
に
投
資
し
て
い
る
が
、
実
は
投
資
者
は
こ
こ
に
「
金
主
」
と
し
て
名
の
あ
げ
ら
れ
て
い
る
人
達
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
背
後
に
は
も
っ
と
多
く
の
「
金
主
」
が
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
こ
に
金
主
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
摂
州
池
田
村
百
姓
・
麹
屋
小
兵
衛
と
は
、
稲
束
太
忠
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
37
）
。
こ
の
人
は
代
々
池
田
郷
の
豪
士
で
あ
り
、
宝
永
七
年
の
生
れ
で
九
十
六
才
ま
で
生
き
、
所
謂
長
老
と
し
て
郷
人
の
尊
敬
を
受
け
た
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
人
が
こ
の
通
船
事
業
に
係
わ
っ
た
の
は
、
大
和
郡
山
藩
の
重
臣
で
、
画
家
と
し
て
も
名
高
い
柳
沢
淇
園
（
柳
黒
恭
）
と
の
親
交
が
あ
っ
た
為
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
『
池
田
人
物
誌
』
に
次
の
よ
う
な
話
が
載
っ
て
い
る
。四
三
円
山
川
・
市
川
連
結
通
船
路
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
柳
沢
淇
園
の
家
に
父
祖
以
来
出
入
す
る
江
戸
の
商
人
梶
原
平
兵
衛
・
原
加
次
郎
が
、
播
但
間
の
河
川
を
開
削
し
て
川
船
に
よ
り
日
本
海
よ
り
瀬
戸
内
海
に
通
ず
る
水
運
路
造
成
を
計
画
し
、
そ
の
事
業
費
の
金
子
調
達
を
淇
園
に
頼
ん
で
来
た
。
淇
園
は
こ
の
計
画
に
賛
同
し
、
大
和
国
大
福
村
の
杉
村
甚
四
郎
と
稲
束
太
忠
（
甲
字
屋
小
兵
衛
）
に
相
談
し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
百
両
、
合
計
金
九
百
両
を
出
資
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
内
甚
四
郎
と
淇
園
が
百
五
十
両
宛
、
三
百
両
を
一
時
證
據
金
と
し
て
公
儀
に
預
け
、
残
金
六
百
両
を
甚
四
郎
に
渡
し
た
。
こ
の
計
画
は
宝
暦
七
年
正
月
に
幕
府
の
許
可
を
得
た
が
、
そ
の
後
「
事
業
半
ば
に
於
て
甚
四
郎
が
其
の
金
子
六
百
両
を
取
込
ん
で
、
何
う
か
し
て
了
っ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
太
忠
は
金
三
百
両
、
淇
園
は
百
五
十
両
を
失
っ
た
。
公
儀
へ
預
け
た
證
據
金
は
返
っ
て
き
た
が
、
淇
園
は
そ
の
内
の
百
両
を
菩
提
寺
で
あ
る
栄
根
寺
へ
寄
進
し
た
と
い
う
。
そ
の
事
を
記
し
た
淇
園
の
書
状
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
話
が
事
実
で
あ
る
と
す
る
と
、
麹
屋
小
兵
衛
の
他
に
杉
村
甚
四
郎
や
柳
沢
淇
園
と
い
う
「
金
主
」
も
い
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
他
の
願
人
に
も
何
人
か
の
出
資
者
が
着
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
幕
府
の
許
可
を
得
た
こ
の
計
画
は
、
宝
暦
九
年
一
月
に
は
川
筋
の
浚
普
請
も
す
み
、
二
十
石
積
の
川
船
三
十
艘
余
を
建
造
し
、
そ
れ
ぞ
れ
大
坂
市
内
に
通
船
会
所
を
設
け
て
い
る
。
磯
野
屋
善
蔵
は
中
之
嶋
せ
ん
た
ん
の
木
、
原
嘉
次
郎
は
北
浜
大
川
町
、
清
水
屋
半
右
衛
門
は
土
佐
堀
弐
丁
目
に
会
所
を
置
き
、「
播
磨
川
但
馬
川
近
廻
し
通
船
会
所
」
と
い
う
「
掛
ヶ
札
」（
看
板
）
を
掲
げ
た
（
38
）
。
大
坂
町
触
は
、
運
送
望
の
者
は
勝
手
次
第
に
相
対
す
る
よ
う
に
と
大
坂
市
中
に
触
れ
て
い
る
（
39
）
。
し
か
し
、
こ
の
近
廻
し
水
運
路
を
北
国
廻
米
等
が
盛
ん
に
輸
送
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
は
疑
問
が
あ
る
。
鈴
木
直
二
氏
の
著
書
に
（
40
）
、
「
但
播
両
国
川
筋
運
送
内
見
通
行
録
」（
原
題
は
「
覚
」）
と
題
す
る
近
廻
し
水
運
路
の
詳
細
な
計
画
書
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
計
画
書
は
年
代
も
差
出
人
も
不
明
で
あ
っ
て
、
い
つ
の
時
期
の
も
の
か
確
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
内
容
が
北
国
か
ら
大
坂
・
江
戸
へ
の
廻
千
葉
経
済
論
叢
　
第
36
号
四
四
米
を
中
心
と
し
て
い
る
の
で
、
享
保
期
の
出
願
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
、
こ
の
円
山
川
・
市
川
を
結
ぶ
ル
ー
ト
の
詳
細
な
計
画
書
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
を
少
し
検
討
し
て
み
た
い
。
先
ず
、
能
登
福
浦
よ
り
西
廻
り
航
路
を
廻
船
に
よ
り
大
坂
ま
で
は
海
上
三
百
八
十
里
あ
り
、
途
中
「
隠
岐
灘
乘
」
を
通
る
と
四
百
八
十
里
、
能
登
福
浦
よ
り
北
へ
、
津
軽
海
峡
を
越
え
る
東
廻
り
航
路
で
行
く
と
江
戸
ま
で
五
百
四
拾
九
里
あ
る
。
こ
れ
を
「
新
近
道
」
に
よ
る
と
、
能
登
福
浦
よ
り
大
坂
ま
で
百
弐
拾
里
、
大
坂
よ
り
江
戸
ま
で
「
遠
江
灘
乘
」
で
七
拾
五
里
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
能
登
―
大
坂
間
で
は
二
百
六
十
里
、
能
登
―
江
戸
間
で
は
三
百
五
十
四
里
も
近
く
な
る
と
い
う
（
表
１
参
照
）。
こ
の
「
新
近
道
」
の
能
登
福
浦
―
大
坂
間
百
二
十
里
の
内
訳
と
そ
の
運
賃
は
、
次
の
表
２
の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
米
一
石
の
大
坂
ま
で
の
運
賃
は
銀
八
匁
七
分
五
里
、
米
百
万
石
を
送
っ
た
と
す
る
と
運
賃
は
八
千
七
百
五
十
貫
匁
、
金
一
両
を
銀
六
十
匁
と
し
て
、
十
四
万
五
千
八
百
三
十
三
両
余
と
な
る
。
一
方
從
来
の
海
上
廻
船
に
よ
る
と
、
大
坂
川
口
ま
で
の
運
賃
は
米
百
万
石
に
付
米
十
七
万
石
、
一
石
一
両
替
と
し
て
金
十
七
万
両
、
そ
れ
に
大
坂
よ
り
能
登
ま
で
空
船
で
は
航
行
で
き
ず
、
舟
足
の
必
要
上
大
坂
よ
り
積
込
む
諸
荷
物
、
凡
五
十
万
駄
、
そ
の
運
賃
三
万
両
、
合
せ
て
金
二
十
万
両
と
な
る
。
こ
れ
と
「
新
近
道
」
の
運
賃
と
の
差
額
は
五
万
四
千
百
六
十
七
両
余
と
な
り
、
こ
れ
が
新
計
画
の
願
主
・
金
主
の
徳
用
と
な
る
と
い
う
（
表
２
、
３
）。
し
か
し
こ
れ
が
純
利
益
で
は
な
く
、
こ
の
「
新
近
道
」
を
維
持
し
て
行
く
為
に
は
、
毎
年
川
筋
の
諸
普
請
、
船
・
牛
、
船
頭
・
牛
遣
い
等
の
人
件
費
等
々
、
多
く
の
諸
経
費
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
計
画
で
四
五
円
山
川
・
市
川
連
結
通
船
路
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
表１．　能登―大坂・江戸間距離一覧 
能登福浦　―　大坂 
能登福浦　―　大坂 
能登福浦　―　江戸 
能登福浦　―　大坂 
能登福浦―大坂―江戸 
海上 
隠岐灘乗 
東乗（東廻り） 
海上・河川、陸 
遠江灘乗 
3 8 0 里 
4 8 0 里 
5 4 9 里 
1 2 0 里 
1 9 5 里 
西
廻
り
航
路
 新
近
道
 
は
、
津
居
山
湊
よ
り
円
山
川
を
遡
っ
て
山
口
村
ま
で
と
、
下
吉
富
村
よ
り
市
川
を
下
っ
て
妻
鹿
浦
ま
で
は
a
瀬
船
に
依
り
、
そ
の
た
め
の
a
瀬
船
七
十
五
艘
を
新
造
し
、
各
船
船
頭
・
水
主
三
人
乘
で
あ
る
の
で
船
乘
二
百
二
十
五
人
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
山
口
か
ら
下
吉
富
間
の
陸
路
は
牛
背
に
よ
る
の
で
、
但
州
側
に
百
疋
、
播
州
側
に
百
疋
、
合
計
牛
二
百
疋
を
置
き
、
そ
れ
に
牛
遣
ひ
人
二
百
人
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
に
豊
岡
、
山
口
、
下
吉
富
、
妻
鹿
浦
の
四
ヶ
所
に
問
屋
場
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
手
代
三
人
、
手
伝
男
七
人
の
合
計
十
人
を
配
属
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
年
間
経
費
を
試
算
し
た
も
の
が
表
４
で
あ
る
。
史
料
の
数
字
に
多
少
の
誤
写
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
そ
れ
を
修
正
し
て
み
る
と
、
年
間
諸
経
費
は
合
計
五
百
四
十
貫
四
百
二
十
匁
と
な
る
。
こ
れ
を
前
掲
の
運
賃
徳
用
か
ら
引
く
と
、
二
千
七
百
九
貫
六
百
匁
、
金
に
し
て
四
万
五
千
百
六
十
両
が
利
益
と
な
る
と
い
う
。（
表
４
参
照
）
こ
れ
が
、
こ
の
計
画
書
の
試
算
で
あ
る
。
し
か
し
、
果
し
て
こ
の
通
り
に
行
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
北
国
か
ら
大
坂
ま
で
の
輸
送
距
離
は
、
格
段
に
減
少
し
て
近
く
な
っ
て
い
る
。
最
も
難
物
な
陸
路
部
分
も
出
来
得
る
限
り
少
な
く
し
て
い
る
。
千
葉
経
済
論
叢
　
第
36
号
四
六
表２．　新近道の距離・運賃一覧 
区　　　　間 
能登福浦湊　　―　但洲津居山湊 
但洲津居山湊　―　但洲山口村 
但洲山口村　　―　播州吉富村 
播州吉富村　　―　播州妻鹿浦 
播州妻鹿浦　　―　大坂川口 
能登福浦　　―　　大坂（合計） 
距　　　離 
海上　 　　7 0 里 
円山川　 　1 0 〃 
陸上　 　　 5 〃 
市川　 　　1 0 〃 
海上　 　　2 5 〃 
海・川・陸　1 2 0 里 
米１石 ―運賃 
銀 1 ,匁6  
〃 1 , 5  
〃 3 , 3  
〃 1 , 1 5  
〃 1 , 2  
銀 8 ,匁7 5
表３．　廻米1 0 0万石輸送の場合 
区　　　　間 
能登福浦湊　―　大坂 
能登福浦湊　―　大坂 
 
西廻り航路 
新近道 
距　離 
　 3 8 0 里 
　 1 2 0 里 
差　引 
運　　賃 
2 0 0 , 0 0 0 両余 
1 4 5 , 8 3 3 両余 
5 4 , 1 6 7 両余 
し
か
し
こ
の
計
画
書
は
、
年
間
百
万
石
の
廻
米
輸
送
を
前
提
と
し
て
試
算
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
の
輸
送
能
力
が
こ
の
ル
ー
ト
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
a
瀬
船
は
七
十
五
艘
を
新
造
す
る
と
あ
る
が
、
ど
の
様
に
配
置
す
る
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
仮
に
円
山
川
は
上
り
で
、
市
川
は
下
り
で
あ
る
の
で
、
円
山
川
に
五
十
艘
、
市
川
に
二
十
五
艘
を
配
置
す
る
と
す
る
。
a
瀬
船
の
積
載
量
は
両
川
の
上
流
ま
で
登
る
船
な
の
で
、
大
き
く
と
も
二
十
石
積
が
限
度
で
あ
る
こ
と
が
宝
暦
九
年
の
大
坂
町
触
（
41
）
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
津
居
山
湊
か
ら
山
口
村
ま
で
は
遡
行
で
曳
舟
区
間
も
あ
る
の
で
三
日
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
下
り
は
一
日
半
と
し
て
も
荷
物
積
込
時
間
も
入
れ
て
一
往
復
に
五
日
は
か
か
る
。
一
ヶ
月
に
六
往
復
で
き
た
と
し
て
も
、
一
艘
一
ヶ
月
の
輸
送
量
は
百
二
十
石
、
五
十
艘
配
備
さ
れ
て
い
た
と
し
て
四
七
円
山
川
・
市
川
連
結
通
船
路
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
表４．　新近道の距離・運賃一覧 
項　　　　目 
上納金500両 
証拠金1,000両、年１割の利足 
登リ下リ諸商物元手銀600貫目、利足 
両川諸普請、a瀬船75艘建造諸入用1,500両利足 
a瀬船船乗225人分給銀、年５両宛、1,125両分 
a瀬船船乗225人分飯料、１日－銀８分 
牛（但洲100疋、播州100疋）200疋代、１疋－３両、600両分利足 
牛飼料、１日－銀８分、200疋分 
牛遣男給銀、年200匁宛、200人分 
牛遣男飯料、１日－銀８分、200人分 
４ヶ所問屋場設置費、１ヶ所200両、計800両分利足 
問屋場（手代３人、手伝男７人）４ヶ所40人給銀、年200匁宛 
問屋場居住者飯料、１日－銀８分、40人分 
諸方届方入用 
筆・墨・紙並元方金主諸入用 
1 5口、合計  
１ケ年分銀額 
銀 30,貫000匁 
〃  6, 000 
〃 60, 000 
〃  9, 000  
〃 67, 500  
〃 64, 800  
〃  3, 600  
〃 57, 600  
〃 40, 000  
〃 57, 600  
〃  4, 800  
〃  8, 000  
〃 11, 520  
〃 60, 000  
〃 60, 000 
銀540,貫420匁 
 
1  
2  
3  
4  
5  
6  
7  
8  
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15
運賃差額、54,167両（3250,020匁）－年間諸経費540,420匁＝2709,600匁（45,160両）、願主・金主徳用 
（数字誤字、１部修正） 
六
千
石
、
輸
送
可
能
期
間
は
九
月
か
ら
二
月
ま
で
の
六
ヶ
月
で
あ
る
の
で
、
年
間
に
三
万
六
千
石
し
か
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
近
廻
し
輸
送
ル
ー
ト
の
内
、
最
も
ネ
ッ
ク
と
な
る
山
口
村
か
ら
吉
富
村
の
間
五
里
の
陸
路
に
は
、
牛
二
百
疋
を
配
備
す
る
の
で
あ
る
が
、
牛
の
輸
送
能
力
を
一
駄
米
二
俵
と
す
る
と
一
疋
の
輸
送
量
は
八
斗
、
往
復
十
里
の
道
で
あ
る
の
で
一
日
一
往
復
と
し
、
二
百
疋
で
百
六
十
石
、
六
ヶ
月
百
八
十
日
フ
ル
操
業
し
た
と
し
て
も
二
万
八
千
八
百
石
、
三
万
石
足
ら
ず
で
あ
る
。
a
瀬
船
に
し
て
も
牛
に
し
て
も
、
ど
う
多
く
見
て
も
こ
の
数
で
は
輸
送
能
力
は
年
間
三
〜
四
万
石
で
あ
り
、
百
万
石
に
は
遠
く
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
年
間
三
万
石
の
廻
米
輸
送
を
前
提
と
し
て
試
算
し
て
み
る
と
、
利
益
が
出
る
ど
こ
ろ
か
大
変
な
赤
字
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
北
国
廻
米
輸
送
が
盛
大
と
な
ら
な
か
っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
宝
暦
期
の
計
画
で
も
、
目
的
が
但
播
両
国
及
び
近
国
の
諸
荷
物
輸
送
に
傾
き
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
宝
暦
九
年
七
月
、
こ
の
度
の
願
人
た
ち
は
、
円
山
川
で
使
用
す
る
川
船
の
規
模
を
、
一
〇
石
積
と
五
石
積
に
し
た
い
と
願
い
出
た
（
42
）
。
恐
ら
く
最
初
の
出
願
で
は
全
て
二
〇
石
積
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
実
際
に
通
船
を
開
始
し
て
み
る
と
、
川
筋
の
状
況
も
年
々
に
変
化
し
、
ま
た
積
荷
も
大
量
輸
送
よ
り
も
小
口
の
荷
物
が
多
く
、
小
廻
り
の
利
く
船
に
し
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
も
北
国
廻
米
の
よ
う
な
大
量
輸
送
が
期
待
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
状
況
が
推
測
さ
れ
る
。
生
野
代
官
所
は
、
こ
の
変
更
願
い
を
沿
岸
村
々
に
示
し
、
村
々
は
支
障
の
な
い
旨
を
返
答
し
て
い
る
（
43
）
。
そ
の
後
、
宝
暦
十
年
十
二
月
、
通
船
請
負
人
の
一
人
で
あ
っ
た
清
水
屋
半
右
衛
門
は
、
つ
い
に
こ
の
事
業
か
ら
撤
退
し
、
代
っ
て
武
州
葛
飾
郡
亀
在
村
の
清
右
衛
門
が
引
継
ぐ
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
（
44
）
。
亀
在
村
清
右
衛
門
は
大
坂
の
西
高
津
新
地
一
丁
目
に
会
所
を
建
て
、
但
播
近
廻
し
通
船
と
共
に
「
右
両
国
并
隣
国
之
米
穀
諸
産
物
」
を
買
集
め
、
会
所
で
売
買
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
て
い
る
（
45
）
。
む
し
ろ
諸
産
物
売
買
の
方
に
重
点
を
移
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
翌
宝
暦
十
一
年
三
月
、
通
船
請
負
人
の
会
所
が
、
大
坂
堂
嶋
新
地
五
丁
目
へ
移
転
し
て
い
る
（
46
）
。
し
か
し
こ
の
請
負
人
が
誰
で
あ
っ
た
千
葉
経
済
論
叢
　
第
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四
八
か
不
明
だ
が
、
前
述
の
金
主
・
麹
屋
小
兵
衛
の
破
綻
の
話
か
ら
、
原
嘉
次
郎
組
は
早
く
撤
退
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
は
磯
野
善
蔵
組
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
後
も
こ
の
会
所
が
存
続
し
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
た
だ
亀
在
村
清
右
衛
門
は
、
宝
暦
十
三
年
八
月
に
会
所
を
高
津
新
地
か
ら
天
滿
東
寺
町
前
・
和
泉
屋
久
兵
衛
請
地
の
内
へ
移
し
、「
但
州
気
多
川
播
州
市
川
近
廻
シ
米
穀
其
外
諸
荷
物
売
払
会
所
」
を
建
て
替
え
て
い
る
（
47
）
。
そ
し
て
翌
宝
暦
十
四
年
一
月
、
亀
有
村
清
右
衛
門
は
「
但
播
両
国
其
他
近
国
・
北
国
筋
米
雑
穀
諸
産
物
」
を
気
多
川
（
円
山
川
）
市
川
の
両
川
を
積
廻
し
、
京
・
大
坂
・
奈
良
・
堺
・
伏
見
の
五
ケ
所
に
会
所
を
建
て
て
、
問
屋
を
通
さ
な
い
直
売
買
を
江
戸
表
で
許
可
さ
れ
て
い
る
（
48
）
。
こ
の
条
件
に
は
、
多
分
の
運
上
金
上
納
と
御
城
米
廻
送
の
請
負
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
京
・
大
津
米
会
所
の
代
表
は
京
都
町
奉
行
所
に
呼
び
出
さ
れ
、
こ
の
清
右
衛
門
の
直
売
買
に
支
障
の
な
い
旨
の
答
書
を
出
せ
ら
れ
て
い
る
（
49
）
。
い
よ
い
よ
清
右
衛
門
は
諸
産
物
売
買
の
方
に
力
を
入
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
但
播
近
廻
し
通
船
輸
送
の
方
は
、
明
和
四
年
成
立
の
『
稚
狭
考
』
に
、
こ
の
通
船
輸
送
は
「
費
あ
り
て
や
み
た
り
」
と
あ
る
（
50
）
。
採
算
が
あ
わ
な
く
て
廃
止
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
円
山
川
中
流
八
鹿
村
の
川
船
爭
論
一
札
の
中
に
、
明
和
元
年
ご
ろ
亀
有
村
清
右
衛
門
は
但
州
山
口
村
に
会
所
を
設
け
、
下
代
弥
助
を
置
い
て
、「
通
船
并
代
物
替
」
の
商
い
を
し
て
い
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
（
51
）
。
積
船
は
地
元
の
船
持
の
船
を
雇
い
、
当
国
・
近
国
の
諸
産
物
を
買
集
め
て
船
で
送
っ
て
い
た
様
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
、
い
つ
迄
続
い
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
六
　
そ
の
後
の
通
船
路
計
画
四
九
円
山
川
・
市
川
連
結
通
船
路
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
宝
暦
期
よ
り
七
十
余
年
後
の
天
保
八
年
、
市
川
筋
で
姫
路
城
下
鍵
町
の
広
屋
弥
七
が
発
起
人
と
な
り
、
北
国
廻
船
の
諸
荷
物
を
市
川
へ
積
下
げ
よ
う
と
い
う
計
画
が
現
わ
れ
た
（
52
）
。
そ
の
当
時
市
川
筋
で
は
、
市
川
と
越
知
川
の
合
流
点
よ
り
少
し
下
の
浅
野
村
よ
り
、
川
口
の
飾
万
津
ま
で
は
舟
運
が
あ
り
、
年
貢
米
や
板
・
材
木
等
を
積
下
げ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
を
「
浅
野
村
地
内
A
奥
但
州
境
森
垣
村
迄
船
路
川
浚
仕
」
と
、
浅
野
村
よ
り
市
川
本
流
を
但
馬
国
境
・
生
野
の
森
垣
村
ま
で
川
浚
普
請
を
し
て
通
船
を
可
能
に
し
、
そ
の
た
め
の
新
船
を
多
数
建
造
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
53
）
。
こ
の
計
画
が
、
そ
の
後
幕
府
に
出
願
さ
れ
許
可
に
な
っ
た
か
ど
う
か
等
は
、
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
但
州
円
山
川
と
播
州
市
川
を
結
ぶ
舟
運
輸
送
路
の
考
え
は
、
消
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
期
に
入
り
、
明
治
五
年
に
大
坂
の
商
人
・
鴻
池
善
右
衛
門
、
鹿
島
久
右
衛
門
、
長
田
作
兵
衛
、
長
田
作
五
郎
の
四
人
は
、「
但
播
両
州
ノ
川
筋
掘
広
ヶ
通
船
等
ノ
儀
ハ
便
利
莫
大
ノ
事
」
と
し
て
、
そ
れ
を
実
施
す
る
「
豊
岡
浚
疏
会
社
」
の
設
立
を
豊
岡
県
に
出
願
し
た
（
54
）
。
そ
の
爲
に
正
金
二
十
万
両
を
差
出
し
、
通
用
切
手
発
行
の
許
可
を
願
っ
て
い
る
。
豊
岡
県
も
「
右
但
州
気
多
川
浚
疎
通
船
相
立
候
様
イ
タ
シ
候
節
ハ
、
北
方
ノ
物
品
軽
易
ニ
南
海
エ
運
輸
被
致
、
其
利
益
莫
大
ノ
事
ニ
テ
、
此
節
不
可
失
ノ
機
会
ニ
存
候
」
と
大
蔵
省
に
伺
を
出
し
て
い
る
（
55
）
。
し
か
し
こ
の
会
社
は
、
結
局
は
設
立
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
と
め
に
か
え
て
円
山
川
と
市
川
を
利
用
し
て
、
日
本
海
と
瀬
戸
内
海
を
結
ぶ
舟
運
輸
送
路
の
成
立
は
、
莫
大
な
利
便
性
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
多
く
の
人
々
に
認
識
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
故
、
幾
度
か
現
実
に
計
画
さ
れ
、
許
可
を
得
て
実
行
も
さ
れ
た
が
、
結
局
は
両
川
を
上
流
で
結
千
葉
経
済
論
叢
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五
〇
ぶ
陸
送
部
分
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
大
量
輸
送
が
実
現
で
き
ず
、
採
算
の
合
わ
ぬ
も
の
と
な
っ
て
終
っ
た
。
ま
だ
、
両
川
の
先
端
部
を
掘
割
り
、
用
水
を
用
意
し
て
閘
門
式
運
河
に
造
成
す
る
技
術
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
技
術
的
問
題
も
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
数
度
に
わ
た
る
こ
の
舟
運
路
造
成
へ
の
挑
戦
は
、
不
成
功
に
は
終
っ
た
が
、
但
播
両
国
及
び
近
国
諸
産
物
の
商
品
化
を
促
進
し
、
地
元
・
円
山
川
・
市
川
舟
運
の
発
展
に
刺
激
を
与
え
た
。
宿
南
保
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
（
56
）
、
円
山
川
中
流
域
に
お
け
る
舟
運
の
開
始
は
、
享
保
期
の
但
播
両
川
通
船
事
業
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
っ
た
ろ
う
。
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相
対
申
す
一
札
の
事
」（
府
市
場
文
書
、『
国
府
村
誌
』
中
巻
、
近
世
編
、
二
四
九
頁
所
載
）。
千
葉
経
済
論
叢
　
第
36
号
五
二
(
27)
註(
24)
に
同
じ
。
(
28)
註(
20)
に
同
じ
。
(
29)
註(
20)
に
同
じ
。
(
30)
註(
25)
に
同
じ
。
(
31)
註(
12)
に
同
じ
。
(
32)
註(
24)
に
同
じ
。
(
33)
註(
26)
に
同
じ
。
(
34)
宝
暦
五
年
三
月
「
但
播
州
通
船
願
ニ
付
品
々
払
方
有
無
書
上
帳
」（『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
、
近
世
四
、
四
一
九
頁
）。
(
35)
註(
34)
に
同
じ
。
(
36)
註(
20)
に
同
じ
。
(
37)
註(
21)
に
同
じ
。
(
38)
正
月
十
八
日
「
但
州
播
州
諸
荷
物
運
送
近
廻
シ
通
船
之
事
」（「
御
触
及
口
達
」『
大
坂
市
史
』
第
三
、
六
二
二
頁
）。
(
39)
註(
38)
に
同
じ
。
(
40)
鈴
木
直
二
『
徳
川
時
代
の
米
穀
配
給
組
織
』、
三
〇
三
頁
所
載
）。
(
41)
註(
38)
に
同
じ
。
(
42)
宝
暦
九
年
七
月
「
奉
差
上
口
上
之
覚
」（『
城
崎
町
史
』
史
料
編
、
五
〇
〇
頁
）。
(
43)
註(
42)
に
同
じ
。
(
44)
「
御
触
及
口
達
」（『
大
坂
市
史
』
第
三
、
六
四
六
頁
）。
五
三
円
山
川
・
市
川
連
結
通
船
路
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
(
45)
註(
44)
に
同
じ
。
(
46)
「
御
触
及
口
達
」（『
大
坂
市
史
』
第
三
、
六
四
七
頁
）。
(
47)
「
御
触
及
口
達
」（『
大
坂
市
史
』
第
三
、
六
九
二
頁
）。
(
48)
申
正
月
「
京
大
津
米
会
所
答
書
」（『
大
津
市
史
』
下
巻
、
六
三
頁
）。
(
49)
註(
48)
に
同
じ
。
(
50)
「
稚
狭
考
」
第
六
、
隣
国
並
角
鹿
、（『
小
浜
市
史
』
第
一
巻
、
史
料
編
、
一
九
七
頁
）。
(
51)
明
和
元
年
十
月
「
差
上
申
一
札
之
事
」（「
円
山
川
舟
運
関
係
史
料
集
」）。
(
52)
天
保
八
年
「
乍
恐
奉
差
上
御
歎
書
之
事
」（『
福
崎
町
史
』
第
三
巻
、
資
料
編
、
六
五
四
頁
）。
(
53)
註(
52)
に
同
じ
。
(
54)
『
日
本
金
融
史
資
料
』
明
治
・
大
正
編
、
第
一
巻
、
会
社
全
書
（
上
）、
四
七
頁
）。
(
55)
壬
申
三
月
「
浚
疏
会
社
取
建
之
為
通
用
切
手
発
行
伺
」（『
日
本
金
融
史
資
料
』
明
治
・
大
正
編
、
第
一
巻
、
会
社
全
書
（
上
）、
四
八
頁
）。
(
56)
宿
南
保
「
円
山
川
流
域
の
舟
運
」（『
歴
史
の
道
調
整
報
告
書
第
五
集
、
加
古
川
・
円
山
川
の
舟
運
』）。
こ
れ
は
円
山
川
舟
運
に
つ
い
て
基
本
史
料
を
使
用
し
た
最
も
確
実
な
論
文
で
あ
る
。
付
記
　
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
林
基
先
生
及
び
豊
岡
市
立
図
書
館
・
山
口
久
喜
氏
、
和
田
山
町
史
編
集
室
・
宿
南
保
氏
に
は
多
大
の
御
教
示
・
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
（
か
わ
な
　
の
ぼ
る
　
本
学
名
誉
教
授
）
千
葉
経
済
論
叢
　
第
36
号
五
四
